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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い

新
春
を
、
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
は
、
村
政
各
般
の
運
営
に
あ

た
り
、
深
い
ご
理
解
と
、
温
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
動
き
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
、
２

０
２
０
年
夏
季
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
地
が
東
京
に
決
定
す
る
等
、
嬉
し
い

ニ
ュ
ー
ス
が
全
国
に
報
道
さ
れ
た
反
面
、
台

風
26
号
に
よ
る
伊
豆
大
島
の
土
石
流
災
害
で

は
多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
、Ｔ
Ⅴ
で
放

映
さ
れ
た
壮
絶
な
光
景
は
、
今
も
記
憶
に
新

し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
外
海
離

　

新年のごあいさつ

02

謹賀新年

島
、
台
風
の
常
襲
地
域
で
あ
る
本
村
に
お
い

て
も
、
他
人
ご
と
で
は
な
く
、
一
刻
も
早
い

復
旧
を
願
う
と
と
も
に
、
被
害
に
遭
わ
れ
た

関
係
者
に
対
し
て
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
消
費
税
率

を
２
０
１
４
年
４
月
か
ら
現
行
の
５
％
か
ら

８
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
閣
議
決
定
さ
れ
、

当
村
と
し
て
も
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　
本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
念
願
で
あ
り
ま

し
た
フ
ェ
リ
ー
と
し
ま
の
全
便
名
瀬
便
で
の

運
航
、
離
島
住
民
運
賃
割
引
の
新
制
度
導
入

が
実
現
い
た
し
ま
し
た
。
全
便
名
瀬
便
化
に

よ
り
、
週
２
便
の
運
航
体
制
の
中
で
１
週
間

に
４
日
は
県
本
土
と
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が
可

能
と
な
り
、
住
民
生
活
や
産
業
、
医
療
面
で

大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
交
通
体
系
を
活
用
し
た
交
流

人
口
増
加
対
策
等
が
重
要
な
施
策
と
な
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
は
自
由
民
主
党
離
党
振
興
特

別
委
員
会
に
よ
る
村
内
の
視
察
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
視
察
は
海
が
時
化
て
い
た
た
め
、
当

初
の
予
定
ど
お
り
の
行
程
と
は
い
か
な
か
っ

た
も
の
の
、
実
際
に
島
を
見
て
触
れ
て
い
た

だ
き
、
厳
し
い
条
件
が
あ
る
本
村
の
課
題
や

要
望
に
つ
い
て
国
に
知
っ
て
も
ら
う
良
い
機

会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
離
島
へ

の
支
援
を
継
続
的
に
国
に
要
望
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
各
島
で
定
着
し
つ
つ
あ
る
「
ふ

る
さ
と
づ
く
り
」
の
活
動
で
す
が
、
昨
年
は

島
の
方
々
の
自
主
的
な
取
組
の
結
果
、
中
之

島
は
去
年
か
ら
引
き
続
き
、
悪
石
島
は
新
た

に
運
動
会
へ
の
招
待
等
の
活
動
が
実
現
い
た

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
か
ら
の
積

極
的
な
意
見
や
活
動
に
期
待
し
つ
つ
、
行
政

と
し
て
も
最
大
限
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

　
本
村
で
は
現
在
も
、
少
子
高
齢
化
の
進
行

や
人
口
減
少
、
危
機
的
な
財
政
状
況
と
い
っ

た
深
刻
な
事
態
に
あ
り
ま
す
。
人
口
は
現
在

約
６
３
０
人
を
推
移
し
て
お
り
、
行
政
と
し

て
も
ま
だ
ま
だ
強
い
危
機
感
を
感
じ
ま
す
。

　
私
が
掲
げ
て
お
り
ま
す
村
政
運
営
の
基
本

的
な
方
針
「
人
口
対
策
」「
基
幹
産
業
の
強

化
と
観
光
の
活
性
化
」「
少
子
高
齢
化
対
策
」

「
航
路
体
系
の
整
備
充
実
」「
情
報
格
差
の
是

正
」「
生
活
環
境
の
整
備
」「
住
民
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
行
政
機
能
の
強
化
」
の
７
つ
を
も
と

に
、
今
年
も
よ
り
一
層
、
十
島
村
の
活
力
あ

る
村
政
振
興
を
進
め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　
今
年
も
健
康
を
第
一
に
、明
る
く
元
気
に
、

そ
し
て
仲
良
く
、
力
を
合
わ
せ
て
「
結
の
精

神
」
で
む
ら
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
の

で
、
皆
様
方
の
倍
旧
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆
様

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
、新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
平
成
26
年
の
年
頭
に
当
り
、
議
会
を
代
表

い
た
し
ま
し
て
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
ら
た
め
ま
し
て
、
謹
ん
で
新
春
の
お

よ
ろ
こ
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
村
政
・
議
会
活

動
に
深
い
関
心
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
、
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
に
、

心
も
新
た
に
、
家
庭
の
こ
と
、
地
域
の
あ
り

様
な
ど
、
様
々
な
こ
と
が
ら
に
思
い
を
め
ぐ

ら
せ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
、
国
政
に
お
き
ま
し
て
は
、

7
月
の
参
議
院
選
挙
で
は
自
民
党
が
圧
勝
、

経
済
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
景
気
は
緩
や
か

に
回
復
し
つ
つ
も
、
平
成
26
年
4
月
か
ら
段

階
的
に
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が
決
定
、
地

方
交
付
税
は
2
年
連
続
で
減
額
、
ま
た
、
11

月
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
直
撃
台
風
や
伊
豆
大
島
は

の
土
石
流
災
害
、
引
き
続
く
原
発
問
題
、
尖

閣
諸
島
や
竹
島
の
領
土
問
題
、
特
定
秘
密
保

護
法
成
立
な
ど
、
依
然
と
し
て
国
内
外
の
社

会
情
勢
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
決
定
と
い
う
喜
ば
し

い
ニ
ュ
ー
ス
は
印
象
的
で
し
た
。

　
平
成
26
年
度
国
の
予
算
案
で
は
、
高
齢
化

や
消
費
増
税
に
伴
う
社
会
保
障
の
拡
充
、
ま

た
、
公
共
事
業
、
防
衛
費
、
文
教
・
科
学
振

興
費
な
ど
が
増
額
さ
れ
、
一
般
会
計
の
総
額

は
過
去
最
大
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
、
自
動
車
取
得

税
の
引
き
下
げ
、
奨
学
給
付
金
や
児
童
手
当

一
時
金
支
給
な
ど
を
行
う
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
医
療
・
介
護
保
険
料
の
値
上
げ
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
引
き
上
げ
、
社
会
保

障
費
の
抑
制
、
年
金
支
給
額
の
減
な
ど
に
よ

り
、
安
倍
総
理
は
「
経
済
の
再
生
」
と
「
財

政
の
健
全
化
」
の
２
つ
を
同
時
に
達
成
す
る
、

と
し
て
お
り
ま
す
が
、
村
の
行
財
政
、
そ
し

て
個
人
の
生
活
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
消
費

税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
る
家
計
の
負
担
も
大

き
く
な
り
、
今
後
に
大
き
な
不
安
を
抱
か
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
の
十
島
村
が
生
き
残
り
、
そ
し
て

発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
今
後
も
、
人
口

問
題
、
雇
用
問
題
、
医
療
福
祉
問
題
、
ご
み

問
題
、
情
報
通
信
問
題
、
航
路
問
題
、
そ
し

て
財
政
問
題　
な
ど
様
々
な
課
題
に
つ
い
て

的
確
に
、
着
実
に
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
村
に
と
り
ま
し
て
、
念
願
で
あ

り
ま
し
た
、
フ
ェ
リ
ー
と
し
ま
の
全
便
名
瀬

運
航
が
7
月
か
ら
実
現
さ
れ
ま
し
た
。
併
せ

ま
し
て
、
離
島
住
民
運
賃
割
引
の
新
制
度
の

導
入
も
実
現
し
、
住
民
の
皆
様
の
負
担
軽
減

化
に
寄
与
し
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
４
月
末
に
は
、
自
由
民
主
党
離
島
振
興
特

別
委
員
会
の
島
内
視
察
が
実
施
さ
れ
、
国
会

議
員
の
方
々
に
島
を
実
際
見
て
、
触
れ
て
い

た
だ
き
、
本
村
の
現
状
や
課
題
等
を
伝
え
、

村
並
び
に
村
議
会
か
ら
要
望
し
ま
し
た
。
十

島
村
視
察
の
結
果
に
つ
い
て
諸
問
題
の
報
告

が
あ
り
、
関
係
省
庁
に
対
し
て
あ
ら
た
め
て

各
課
題
の
回
答
を
報
告
す
る
旨
が
指
示
さ
れ

た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
長
年
の
課
題
で
あ
り
ま
し
た
医
療
・

福
祉
・
介
護
に
つ
き
ま
し
て
、
24
年
に
「
小

規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
た
か
ら
」
が
開
所
さ
れ
、

１
年
が
経
過
し
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
、
地
域
福
祉
が
動
き
だ
し
て
お
り
ま
す
。

小
宝
島
に
お
い
て
は
、
7
月
に
長
年
待
ち
望

ん
で
い
た
体
育
館
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
改
正
離
島
振
興
法
の
初
年
度
で

あ
り
、
村
に
お
い
て
も
振
興
方
針
や
そ
の
実

現
に
向
け
た
方
策
な
ど
へ
取
り
組
ま
れ
た
年

で
あ
り
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
は
、
村
に
と

り
ま
し
て
は
、
第
５
次
十
島
村
総
合
振
興
計

画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

住
民
の
生
命
線
で
あ
り
ま
す
、
フ
ェ
リ
ー
の

新
た
な
建
造
に
向
け
動
き
出
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
人
口
対
策
の
一
環
と
し
て
、
定

住
支
援
や
産
業
振
興
な
ど
の
強
化
が
図
ら
れ

る
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す
住
民
と
連
携
、
協

働
し
、
地
域
の
活
性
化
、
地
域
の
抱
え
る
問

題
や
課
題
の
解
決
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待

い
た
し
ま
す
。

　
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
先
輩
達
が

築
き
上
げ
、
育
て
て
き
た
「
共
に
生
き
る
」

共
生
の
心
を
も
っ
て
、
村
民
の
皆
様
・
議
会
・

行
政
と
、
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
、
激
励
し
あ

い
な
が
ら
、
村
の
存
続
・
発
展
に
努
め
て
い

け
ば
決
し
て
悲
観
す
る
こ
と
ば
か
り
で
は
な

い
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。　

　
私
た
ち
議
会
も
村
の
存
続
と
発
展
の
た
め

に
、
さ
ら
に
民
意
の
反
映
に
務
め
、
議
員
一

丸
と
な
っ
て
村
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い

て
、
お
お
い
に
議
論
し
行
政
に
反
映
・
具
体

化
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
一
年
の
村
民
の
皆
様
の
ご
活
躍
に
期

待
し
、
そ
し
て
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
、
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

十島村議長　有川  和則 十島村長　肥後  正司
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祝！成人　新成人の集い  年男年女

今年の抱負
　本村出身の新成人を対象に、1月 13 日 ( 月 ) 役場会議室にて平成 26 年十島村成人式が行
われました。今年の対象者は 13 人で 7人が出席し、共に育った仲間と一緒に大人への第一
歩を踏み出しました。
　人生の大きな節目である成人式。この日の決意を胸に、若い力を存分に発揮し、それぞ
れの夢に向かって未来を切り開き、大きく羽ばたいていかれるよう願っています。

私の目標は、周りの人に感謝する
ことと、周りの人を大切にするこ
とです。あと、広い心を持つこと
です。

大人になるという事でこれまで以上に
日々精進し、また責任を持って行動を
していきたいです。そして、今島に住
んでいるので 1人の大人として島を盛
り上げていきたいです。

新成人を迎え、今日という日をこうし
て過ごせることをまずは感謝すると共
にここまで育ててくれた親へ感謝した
いと思います。20 歳という人生の 1つ
の節目を迎え、これから社会へと旅立
ち、それと共に責任が発生するという
ことを頭に入れ、大人の 1人として行
動していきていきたいと思います。

成人をむかえましたが、今まで
と生活も仕事も変わらず続けて
いくので、これからは今まで以
上に責任感のある行動を心がけ
ていきたいです。

新成人になり、想うことは、20
年間本当に多くの人に感謝をし
てきたなということです。今ま
で数多く助けられ、支えられて
きました。新成人にあたって決
意することは、今度は自分が感
謝をされるような人間になれる
よう努力していきたいと思いま
す。

今日、十島村の皆と成人を迎えら
れてとてもうれしく思います。私
は今、広島の専門学校で野球をし
ながら柔道整復師について勉強し
ています。こうやっていろんな地
域に行ってもいろんな方々とやっ
ていけるのは島でたくさん人との
触れ合いがあったからだと思って
います。これからもいろんな壁が
あると思いますが、十島村で学ん
だことを胸に精一杯頑張ります。

大人として自覚を持ち、人との出
会いを大切にしたいです。

矢澤　雄輔さん

山端　雅幸さん

坂元　柚香さん

早川　千明さん

俣木　彩華さん

伊地知　大和さん

末永　直大さん

諏訪之瀬島中学校

諏訪之瀬島中学校

悪石島中学校

小宝島中学校

小宝島中学校

宝島中学校

宝島中学校年齢を重ねると、「年男」などというこ
とも忘れるもので、このコメントを良
い機会としてとらえ、目標を掲げてみ
ることにした。ありきたりではあるが、
「心身の健康」を心がけたい。　
諏訪之瀬島　菅野　公平さん

今年は 6年生になる年なので、
みんなを上手にまとめられるよ
うにしたいです。お手伝い、読
書をたくさんします。何でも挑
戦して、こつこつ努力していき
たいです。
口之島　永吉　美悠さん

子どもたちと毎日楽しく学校生活を送
りたいと思います！！
平島　
東　志保さん

健康でありますように。結婚し
て、4月から 2人での生活がス
タートするので、けんかもあり
ますが、長くやっていけますよ
うに。あと、子供にも恵まれま
すように。
平島　日髙　龍次郎さん

今年はまず健康に気を付けて、
畑などの仕事が出来るように毎
日食事をきちんと取って、少し
でも運動しながら毎日おだやか
に過ごしていけたらいいと思い
ます。
口之島　肥後　照子さん私の今年の目標は苦手な教科をなくすこ

とです。また、この一年を元気でがんば
ります。   　　
悪石島
有川　雅さん

12 年前の午年に広報としまにのせていた
だいたのを覚えています。あれから 12
年がたち、元気で暮らしていることがう
れしく、幸せに思っています。次の 12
年目を迎えられるようがんばります。

中之島
貴島　豊茂さん

自分に厳しく！
人に優しく！

平島　
牛ノ濵　啓資さん

私の今年の目標は、新しいチャレンジをす
ることです。仕事以外で、一生続けていき
たいと思えるものに出会うために、様々な
ことにチャレンジし続ける１年にしたいで
す。　
平島　
久保田　大将さん

毎日、笑顔を絶やさず、一日一日を楽し
んで過ごす！「丁寧」を心がける！
平島　正留　侑依さん

健康で何事にもがんばる事。
悪石島　田畑　小治郎さん

今年一年、周りの人たち、自然
に感謝の気持ちを忘れず、トカ
ラ馬のように凛とした佇まい
で、心穏やかに過ごしていきた
いです。
中之島　古橋　香織さん

今年は 6年生になるので、勉強や運動を
かんぺきにしたい。そして、人にやさし
くして、友達や妹と仲良くし、いい 1年
にしたいです。
小宝島　
東　真優さん

ぼくは野球と理科が好きですが、算数国
語が苦手です。しかし、これからは何事
にも積極的に取り組んで頑張りたいと思
います。人に親切
な大人になりたい
です。
小宝島　
清水　宏太郎さん
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平
成
二
十
六
年
の
干
支
は
「
う
ま
ど
し
」

　
十
二
支
で
馬
は
「
午
」
と
書
き
ま
す
が
、本
来
の
読
み
方
は
「
忤
（
ご
）」
と
い
い
、“

つ

き
あ
た
る”

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
午
は
十
二
支
の
７
番
目
で
、
後
半
が
始
ま
る
と

い
う
場
所
を
指
し
、
午
前
・
午
後
・
正
午
に
は
こ
の
「
午
」
の
字
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
午
」
に
馬
が
あ
て
ら
れ
た
の
は
、
中
国
の
漢
の
時
代
に
多
く
の
人
が
十
二
支
を
覚
え

や
す
い
よ
う
に
と
動
物
を
配
置
し
て
記
し
た
の
が
今
に
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

馬
は
古
く
か
ら
畑
を
耕
し
た
り
、
物
や
人
を
運
ん
だ
り
、
堆
肥
を
作
っ
た
り
、
人
間
の

生
活
に
馴
染
み
深
い
生
き
物
で
し
た
。
ま
た
、
日
本
で
は
物
事
が
う
ま
く
い
く
・
幸
運

が
駆
け
て
や
っ
て
来
る
な
ど
と
も
と
ら
え
ら
れ
る
、
縁
起
の
い
い
動
物
で
も
あ
り
ま
す
。

　
十
二
支
の
起
源
は
木
星
の
運
行
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
古
代
中
国
で
は
「
木

星
」
を
神
聖
な
星
と
し
て
い
ま
し
た
。
公
転
周
期
が
約
十
二
年
で
あ
る
こ
と
を
観
測
で

知
っ
た
古
代
の
人
々
は
天
球
を
十
二
等
分
し
運
行
座
標
を
作
っ
て
年
を
数
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、木
星
の
公
転
周
期
は
実
は
ぴ
っ
た
り
十
二
年
で
は
な
い
の
で
す
。

こ
の
誤
差
を
解
消
さ
せ
る
た
め
に
、
十
二
支
と
十
干
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
を
発
案
し
、

六
十
を
周
期
と
す
る
暦
を
作
り
だ
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
方
位
や
時
刻
を
数
え
る
こ
と

に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ら
の
方
法
は
日
本
に
伝
わ
っ
て
旧
暦
に
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。
六
十
年
で
再
び
生
ま
れ
た
年
の
干
支
に
還
る
の
で
、
数
え
年
六
十
一

歳
の
こ
と
を
「
還
暦
」
と
い
い
ま
す
。

■
日
本
に
お
け
る
馬
飼
育
の
歴
史

　
日
本
に
お
け
る
馬
の
飼
育
は
今
か
ら
約
千
七
百
年
前
の
古
墳
時
代
に
、
朝
鮮
半
島
か

ら
飼
養
の
技
術
を
持
っ
た
人
と
共
に
家
畜
化
さ
れ
た
馬
が
渡
来
し
た
こ
と
に
始
ま
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
前
は
約
三
万
年
前
の
氷
河
期
の
地
層
か
ら
馬
の
化
石
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
縄
文
時
代
・
弥
生
時
代
に
馬
に
関
す
る
考
古
学
的
遺
物
は
無
く
、

こ
の
間
日
本
に
馬
は
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
四
世
紀
末
頃
の
馬
の
頭
数
は
と
て
も
少
な
く
、
一
部
の
特
権
階
級
の
み
に
所
有
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
五
世
紀
後
半
に
は
九
州
か
ら
東
北
地
方
に
至
る
広

範
囲
の
古
墳
で
馬
具
や
埴
輪
、
骨
が
出
土
し
て
お
り
、
実
用
的
な
軍
用
使
役
が
広
ま
っ
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
中
世
か
ら
は
有
力
者
に
お
け
る
馬
の
生
産
体
制
が
確
立
さ
れ
、
そ
の
後
は

経
済
的
手
段
を
目
的
と
し
た
使
役
動
物
と
し
て
庶
民
に
も
飼
育
が
広
ま
っ
て
ゆ
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

■
日
本
在
来
馬

　
「
日
本
在
来
馬
」
は
現
在
ま
で
に
何
ら
か
の
事
情
で
【
品
種
改
良
】
を
免
れ
た
日
本
の
馬
の

種
類
を
い
い
ま
す
。
明
治
以
降
、
軍
馬
や
馬
耕
の
需
要
が
高
ま
る
な
か
、
国
家
制
度
の
下
で
大

柄
な
欧
米
の
馬
の
血
統
が
盛
ん
に
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
も
と
も
と
日

本
で
飼
わ
れ
て
き
た
馬
た
ち
の
形
質
は
瞬
く
間
に
失
わ
れ
、
さ
ら
に
昭
和
の
敗
戦
・
機
械
化
に

よ
り
馬
の
需
要
の
減
少
が
進
み
、
国
内
の
飼
育
頭
数
は
激
減
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
そ
の
後
、
品
種
改
良
を
免
れ
た
在
来
の
馬
の
形
質
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
現

在
日
本
国
内
で
は
８
種
類
の
日
本
在
来
馬
が
日
本
馬
事
協
会
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
、
各
地
で
保

護
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
和
種
（
北
海
道
）、
木
曽
馬
（
長
野
県
）、
野
間
馬
（
愛
媛
県
）、
対
州
馬
（
長
崎
県
）、

御
崎
馬
（
宮
崎
県
）、
ト
カ
ラ
馬
（
鹿
児
島
県
）、
宮
古
馬
・
与
那
国
馬
（
沖
縄
県
）

■
ト
カ
ラ
馬

　
ト
カ
ラ
馬
は
昭
和
二
十
七
年
に
命
名
、翌
年
に
は
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
三
十
年
頃
、
馬
産
地
「
喜
界
島
」
で
生
産
さ
れ
た
馬
を
宝
島
の
農
民
が
導
入
し
た
の
が
始

ま
り
で
す
。
体
高
は
１
１
０
〜
１
２
０
ｃ
ｍ
の
小
型
の
馬
で
、
強
健
で
粗
食
に
耐
え
る
こ
と
が

で
き
、
主
に
農
耕
・
運
搬
・
乗
用
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
当
時
喜
界
島
で
も
在
来
種

と
西
洋
種
を
交
雑
さ
せ
る
施
策
が
進
ん
で
い
ま
し
た
が
、
宝
島
に
導
入
さ
れ
た
の
は
未
改
良
の

在
来
馬
で
あ
り
、
宝
島
で
は
そ
の
後
も
外
来
の
種
を
混
ぜ
る
こ
と
な
く
繁
殖
保
存
さ
れ
、
昭
和

十
八
年
ご
ろ
に
は
百
頭
を
数
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
戦
争
や
機
械
の
普
及
な
ど
の

影
響
に
よ
り
宝
島
で
も
馬
の
飼
養
頭
数
が
減
少
し
た
た
め
、
十
島
村
で
は
中
之
島
の
高
尾
牧
場

を
飼
育
場
に
定
め
、
昭
和
五
十
二
年
に
宝
島
か
ら
オ
ス
馬
を
導
入
し
、
保
護
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
五
年
十
二
月
現
在
、
中
之
島
に
オ
ス
十
一
頭
・
メ
ス
九
頭
の
合
わ
せ
て
二
十
頭
が

飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

  年男年女

今年の抱負

今年の 3月には新たに新
しい家族が増える予定な
ので親としての責任自覚
をしっかりもち、どんな
状況でも家族助け合いな
がら前向きにすすむ一年
にしようと思います。移
住 5年になる節目の年、
この 4年間の努力をしっ
かり実らせる事ができる
一年にしたいです。
宝島　竹内　寿恵さん

今年は中学生になるので、勉強も
運動もがんばりたいです。また、
学校でみんなを引っ張っていける
1年にしたいです。
小宝島　森　文音さん

早いもので 3度目の年女！！長女も同じ年女なので
子供に負けない様に日々少しずつでもいいので体力
作りをしながら、3kg 減量のダイエットも頑張りた
いと思います。
小宝島　東　彩香さん

うでたてふせが 20 回でき
るように 1日 5回はうでた
てふせをする。
宝島　今村　治樹さん

すべての教科で満点をとれ
るよう努力する。できない
ことをできるようになる。
宝島　平田　進之助さん

06
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Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
鹿
児
島
よ
り

　
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
贈
ら
れ
る

　
平
成
25
年
12
月
19
日
、Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
鹿
児
島
か
ら
、

今
年
も
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

同
農
協
さ
ん
か
ら
は
毎
年
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

十島村消防出初式
　新春恒例の十島村消防団出初式が１月 6 日・7 日に、
各消防分団で執り行われました。　寒風が吹くなか各
分団では、村長祝辞の代読を行なわれ「強い責任感を
持ち村民の生命と財産を守るため、地域住民の信頼に
応え、活躍を期待しています。」と激励が述べられ、今
年一年が災害のない年であるよう願うとともに、防火・
防災意識の高揚を図りました。

ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
２
０
１
３
に
参
加
し
ま
し
た
！

　
平
成
25
年
11
月
23
・
24
日
の
2
日
間
、
東
京　
池
袋
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全

国
の
離
島
が
一
同
に
会
す
る
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
は
、
離
島
の

魅
力
等
を
知
る
こ
と
の
出
来
る
年
に
一
度
の
大
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
今
年
は
「Let’s

島
活
！
見
つ
け
よ
う
私
の
島
」

を
テ
ー
マ
の
も
と
、
2
日
間
を
通
し
て
約
1
万
３
０
０
０

人
が
訪
れ
た
会
場
で
は
、
各
離
島
の
Ｐ
Ｒ
は
も
ち
ろ
ん
、

特
産
品
販
売
や
Ｉ
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
た
め
の
定
住
情
報
発
信

な
ど
、
積
極
的
な
周
知
活
動
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
十
島
ブ
ー
ス
で
は
、
定
住
コ
ー
ナ
を
設
け
、
来
場
者
の

熱
心
に
相
談
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
島
バ
ナ

ナ
を
中
心
と
し
た
特
産
品
の
販
売
も
さ
れ
、
多
く
の
来
場

者
が
足
を
止
め
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
で
も
、
３
０
０
人
の
来
場
者
の

方
々
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
て
い
た
だ
き
、
本
村
に
対

す
る
イ
メ
ー
ジ
や
交
流
人
口
拡
大
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
、
多
く
の
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
を
参
考
に
今
後
の
観
光
振
興
、
交

流
人
口
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲十島村ブースでの様子
日本水難救済会について

　公益社団法人 日本水難救済会（マリン・レスキュー・ジャパン）は海で遭難した方々の救助
を行うボランティアを支えるための団体です。　全国 1,298 カ所（平成 25 年 3 月 31 日現在）
の救難所・支所に所属しているボランティア救助員約 5 万 4 千人は、漁業や会社員などの職業
を持った方々ですが、船舶海難や海浜事故が発生したときは、尊い人命を救う崇高なボランティ
ア精神にもとづき、昼夜を問わず危険や困難を克服しながら、救助員として活動します。日本
水難救済会は海の犠牲者ゼロを目指しこのようなボランティア救助員を支援する団体です。
　本村は、平成 15 年 6 月に救難所を設置し消防団員や漁業関係
者等 94 名が加入しています。平成 25 年 11 月に悪石島に作業
船が漂着した案件に対して、海難の可能性があったことから悪
石島の会員 2 名が鹿児島海上保安部の職員と捜索・調査を行い
ました。
　～青い羽根募金のご協力のお願い～
　海難救助は、厳しい条件の中で行われるため、効果的、かつ、
安全な救助活動を行うことができるよう救助員は、常日頃から
組織的な訓練を行うとともに、ライフジャケット、ロープ等の
救助資機材の整備も必要です。
　さらに、救助船の燃料等も必要となります。これらに必要な
資金は、全国的な募金活動等によって集められています。

口之島

中之島

平島 諏訪之瀬島

悪石島

小宝島

宝島
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あなたの島の新しい地域づくりをサポートします

 
 

 
 

Microsoft Security Essentials MSE  

http://www.microsoft.com/ja-JP/security_essentials/default.aspx 
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～離島人材育成基金助成事業～
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平成２６年度から１０年間、
個人住民税が引き上げられます。

個人住民税の均等割額が全国的に、年間 1,000 円引き上げられます。
（個人都道府県民税 500 円／個人市区町村民税 500 円）

税額引き上げによる増収分は地方公共団体が実施する防災費用に充てられます。
　実施期間は平成 26 年度から平成 35 年度までの 10 年間です。
　皆様のご理解とご協力をお願いします。

臨時特例
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口之島にて森林ボランティア技術研修を実施しました！
　平成２５年１２月７日～１２月１０日に
口之島にて講師に森林ボランティア技術研
修を実施しました。チェンソーの取扱方法
や伐木作業の方法を学び、受講された永田
定さん、池田義市さん、右田勝市さん、森
崎博和さん、越智イサ子さん、三島ユキノ
さんには林業木材製造業労働災害防止協会
発行の「チェーンソー特別教育修了証」が
授与されました。

村営住宅条例及び規則の改正について（お知らせとお願い）
　これまで村営住宅においては、室内外でペットを飼うことはできないこととなっていましたが、
ペットも家族の一員という意識の高まりなどから、今回、村営住宅において犬、猫に限定して飼
うことができるようになりました。

【改正内容（抜粋）】
　（１）犬、猫については、村営住宅（室内外）で、それぞれ２匹以内で飼うことが可能になりました。
　　それ以外の動物については、これまで同様に飼えません。ただし、飼う場合でも、繁殖行為
　　を行なわないことが条件です。
　（２) 犬、猫を室内で飼う場合、これまでの預託金に１０万円が加算されます。
　　　※加算した預託金については、退去の際等のペットによる破損箇所の修繕並びにペット　
　　　によるシミ及び臭いを除去するためのクリーニングに要する費用に充当します。加算し　
　　　た１０万円で足りない場合は、入居者負担になります。

【改正条例施行日】　
平成２６年１月１日

【ペットを飼う場合の手続き＜既に村営住宅に入居されている方＞】
　　   ペットを飼う旨の役場への連絡　⇒　新たな誓約書を村に提出　⇒　預託金の納付
　　   ※既に入居されている方へは、昨年末、手続きに関する資料を送付済みです。

【その他】
    （１）万一、条例施行日前に既に室内で飼っている場合、上記と同様の手続きになります。
    （２）室外で小屋を設けて飼う場合については、預託金の加算はありませんが、新たな誓約書
          の提出が必要となります。
    （３）空き家改修住宅においてついては、所有者（家主）の承諾があった場合のみ、飼うこと
          ができます。  

＜本件に関する問合せ先＞ 
    〒８９２－０８２２ 
    鹿児島市泉町１４番１５号 
    十島村役場地域振興課定住対策室  
    電話 ０９９（２２２）２１０１ 

ファックス ０９９（２２３）６７２０ 

消費税法改正のお知らせ
　平成 24 年 8月に消費税法の一部が改正されました。

○消費税収入の使途の明確化
　国の消費税収入については、毎年度、制度として確立された年金、医療及び介護、
少子化対策に要する経費に充てるものとされました。

○消費税率の引上げ
　消費税率が次のとおり２段階で引上げることとされました。

※経済財政状況の激変にも柔軟に対応する観点から、消費税率引上げの前に、経済状況等を総合
的に勘案した上で、消費税率の引上げの停止を含め所要の措置を講ずることとされています。

ななしま２の使用料金改定のお知らせ
　消費税率の引き上げに伴い、料金の改定を行いましたのでお知らせいたします。
【チャーターの場合】

【村、国その他地方公共団体、村学校行事及び村民 6名以上の団体利用の場合】

現行 平成26年4月1日 平成27年10月1日
消費税 5.00% 8.0% 10.0%

区分
適用開始日

○消費税とは？
　消費税は消費一般に広く公平に課税する税金です。ほぼすべての国内における商
品の販売、サービスの提供を課税対象とし、消費者が負担します。

屋久島

158,500 口之島

169,100 69,740 中之島

186,070 87,020 72,310 平島

181,750 85,060 68,710 53,070 諏訪之瀬島

185,760 95,760 79,820 52,250 53,070 悪石島

214,050 114,270 98,740 82,290 73,540 72,000 小宝島

223,200 120,140 105,740 87,430 80,640 77,140 30,860 宝島

254,980 164,470 148,530 134,640 131,140 121,680 108,620 107,380 名瀬

屋久島

3,340 口之島

4,010 1,340 中之島

4,680 2,010 1,340 平島

5,350 2,670 2,010 1,340 諏訪之瀬島

6,020 3,340 2,670 2,010 1,340 悪石島

6,690 4,010 3,340 2,670 2,010 1,340 小宝島

7,350 4,680 4,010 3,340 2,670 2,010 1,340 宝島

8,020 7,350 6,690 6,020 5,350 4,680 4,010 3,340 名瀬
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１
月
10
日
（
金
）、
鹿
児
島
中
央
家
畜
市
場
に
て
、
子
牛

の
セ
リ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　村では、平成２５年度に定住・移住対策として、県外の様々な既存定住イベントに参加し、村の
紹介及びＵＩターン者の募集活動などを実施していますが、この度、村独自で定住希望者（Ⅰター
ン希望者、出身者）向けのイベントを東京にて開催することとなりました。
　イベントの終了後には、「十島村の関東出身者会」の立ち上げに向けた意見交換会及び懇親会を
計画しておりますので、住民の皆様のご親類で関東近郊にお住まいのご親族等おられましたら、ぜ
ひご参加くださいますよう、周知ください。
　参加を希望される方については、申込みが必要ですので、役場担当課までご連絡いただければ、
申込書様式を送付いたします。

　十島村では、過疎化対策事業の一環として、地元独身男女に出会いの場を提供
し、交流人口の増加及び定住促進を図ることを目的として、十島村婚活支援事業
補助金交付要綱を制定しました。利用されたい方や興味のある方は、是非、十島
村地域振興課定住対策室までお問い合わせください。

【対象】
　十島村内に住所を有する、２０歳以上６０歳未満の独身の男女

【補助概要】
　婚活事業所及び個人によりお見合を実施した場合

【補助内容】
　婚活事業所の登録料の補助
　お見合いに係るフェリー運賃の全額補助
　お見合いで知り合った相手が十島村に行く場合のフェリー運賃全額補助
　※限度額、回数制限等ございます。

「十島村定住イベントの開催」及び
「関東出身者会立ち上げに向けた意見交換会の開催」について 十島村婚活支援事業補助金交付要綱の制定について

子
牛
の
セ
リ
が
行
わ
れ
ま
し
た
  

イベント趣旨
　Ｉターン希望者、友好島民、出身者に向けて「十島村の情報や魅力を発信」し、「十島村をより
よく知ってもらう機会」とするとともに、「十島村への移住人口の拡大」につなげることを目的と
しています。
イベント日時
　平成２６年２月２３日（日）　午後２時～午後６時　　受付：午後１時～
場　所
　○全体会場　
　　　東京都港区赤坂１丁目２番２号　
　　　日本財団ビル２階大ホール
　○パネル展示及び物販
　　　東京都港区愛宕 1-2-1 リトルトーキョー
　　　※全大会終了後に、「リトルトーキョー」
　　　から移動（徒歩５分程度）
イベント予定内容

 

時間帯 イベント名 内容 

14：00～ 村長あいさつ  

14：10～ 

14：30 
十島村の紹介 ＤＶＤ放映、村の定住支援制度の紹介など 

14：35～ 

15：30 
パネルディスカッション 既に村に住まわれているⅠﾀｰﾝ者 2 組にも参加しても

らい、島の生活などについて話しをしてもらう 

※参加予定者 Ⅰターン者、出身者、友好島民など 

15：40～ 

16：30 
ワークショップ 出身者、友好島民、Ⅰターン（希望）者などを交えて、

島の仕事を作り出すための知恵出しを行う。いくつか

のグループに分かれて考える。 

16：30～ 

16：40 
抽選会 十島村の特産品があたる抽選会  

16：40～ 移動  

16：50～ 関東トカラ出身者会立ち

上げに向けた意見交換 

 

18：３0～ 懇親会 解散後に、出身者による懇親会 

募集対象者
★Ⅰターン希望者　５０名程度
★出身者及び友好島民　５０名程度
イベント参加費　　無料
　　　　　（※懇親会は、3,000 円程度の負担）
参加申込み期限　　平成２６年２月３日

主催　　十島村
協力　　日本財団「ママの笑顔をふやすプロジェクト」

【問合せ先】
　十島村役場地域振興課　定住対策室

去勢 雌 計 去勢 雌 計

登　記 23 16 39 13,098,000 7,278,000 20,376,000

一般牛 1 0 1 479,000 0 479,000

総　計 24 16 40 13,577,000 7,278,000 20,855,000

出荷頭数 合計金額

去勢 雌

登　記 671,000
平田　浩一さん

541,000
平田　浩一さん

最高価格

去勢 雌 計

登　記 569,478 454,875 522,462

総　計 565,708 454,875 521,375

平均価格
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新
規
採
用
職
員
紹
介
  

　悪石島診療所看護専門員▶    
　小牧　玲子

金
澤
夫
妻
が

　
　
来
庁
さ
れ
ま
し
た
  

　
前
回
の
広
報
で
紹
介
し
ま
し
た
ト
カ

ラ
列
島
島
め
ぐ
り
マ
ラ
ソ
ン
が
き
っ
か

け
で
ご
結
婚
さ
れ
た
金
澤
夫
妻
が
役
場

を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
本
当
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

初めまして。小牧と申します。僻地での
仕事・生活は長年の念願でした。今は毎
日が新人の気持ちです。時に熟年パワー
が発揮できるように、短期間ではありま
すが精一杯頑張ってみます。どうぞよろ
しくお願い致します。

平
成
二
十
六
年
度

　
十
島
村
育
英
奨
学
生
募
集
中

　
平
成
二
十
六
年
二
月
十
七
日　
締
切

　
平
成
二
十
六
年
度
の
十
島
村
育
英
奨
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
い
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
学
校
長
を
通
じ

て
、
十
島
村
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
奨
学
生
の
資
格
要
件
〕

　
十
島
村
内
に
住
所
を
有
す
る
者
の
子
弟
で
、
高

　
等
学
校
以
上
の
学
校
に
在
学
（
現
中
学
生
に
お

　
い
て
は
、
進
学
者
）
し
、
品
行
方
正
、
学
術
優
秀
、

　
健
康
で
あ
る
者
。

〔
貸
付
月
額
〕

　
① 

高
等
学
校
に
在
学
し
て
い
る
者

　
　
　
月
額　
１
２
，
０
０
０
円

　
② 

大
学
（
短
大
含
む
）
に
在
学
し
て
い
る
者

　
　
　
月
額　
２
０
，
０
０
０
円

　
③ 

大
学
（
医
学
部
・
歯
学
部
）
及
び
高
等
看
護

　
　
学
校
に
在
学
し
て
い
る
者

　
　
　
月
額　
１
０
０
，
０
０
０
円

〒891-0304 鹿児島県指宿市東方 5188 番地
TEL（0993）23-5188　E-mail : info@medipolis.org

患者さん専用相談窓口
●電話番号

TEL（0993）24-3456
●ホームページ

http://www.medipolis.org/
｢治療を希望される患者さんへ｣ページの
患部別のお問合せフォームへお進み下さい。

45

179

177

81

7

388

96

2014 年 1 月 10 日現在
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　粒子線は従来の放射線とは異なり、止まる
位置でエネルギーが最大になるという物理的
特徴があります。その為、体の中のがん病巣
のみを狙い撃ちできるので、まわりの正常組
織への影響を最小限に抑えることが可能です。
治療中は痛みや熱など何も感じることはあり
ません。

■粒子線治療の4つの特徴
①治療開始前に治療日数が確定。（予定が立てやすい）

②仕事や日常生活を続けながら、外来での治療が可能。

③高齢者や基礎疾患を持っている方にも優しい治療。

④治療後の社会復帰が容易。

子線治療は正常組織にダメージを及ぼすことなく、また患
者さんに苦痛を与えることなく、がんだけをピンポイント
で狙い撃ちできます。頭頸部、肺、肝臓、膵臓、腎臓、
前立腺などのがんに対して有効です。
ただし、胃や十二指腸、大腸などの消化管及び、これら消化管
と接している卵巣などの臓器、膀胱などは対象外となります。
メディポリスにおいては、2011年4月の開業より前立腺、
肺、肝臓がんなどの患者さん 923 名に対して治療を行っ
ております。

普段の生活を続けながら治療が可能な事から例えば鹿児
島の方であればご自宅から通院して治療することも可能
です。
勿論、遠方の方であっても週末にはご自宅にお戻りにな
りご家族と一緒にお過ごし頂けます。
お仕事をお持ちの方であれば、午前中に治療を行い午後
からお仕事に就かれる方もおられます。
身体への負担が少ない粒子線治療だからこそ、日常生活
への影響を最小限に抑えてがん治療が可能です。

　がんは、患者さんだけでなく家族にとってもつらい
病気です。一般的に入院して治療を受ける患者さんは、
家族と離れての生活になります。メディポリスがん粒
子線治療研究センターでは、敷地内にある宿泊・運動
施設との連携で、家族も一緒に滞在することが可能で
す。のんびりとくつろぎながら豊かな気持ちで家族と
滞在し、励ましを受けながら治療する新しいスタイル
の医療施設です。

メディポリス指宿の
がん粒子線治療とは？

粒子線治療のメリットについて 粒子線で治療できる臓器について
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十島村の人口・世帯数  平成 25 年 12 月末現在

編集／発行：十島村役場  総務課  広報係
〒892-0822　鹿児島市泉町 14-15　tel:099－222－2101
よろしければ皆さんのご意見・ご感想をお聞かせください。

島　　　　 名　　   男性　　  女性  　　人口　   　世帯

口　 之 　島　　  62　　    64　　  126　　  79

中　 之　 島  　　80　　    62　　  142　　  89

平  　　　島　　  40　　    25　　　65　　  37

諏訪之瀬島  　　35　　    34　　　69　　  36　　　

悪 　石　 島　　  25　　    30　　　55　　  30

小　 宝 　島  　　26　　    29　　　55　　  29

宝　　　  島　　  66　　    57　　  123　　  73

合  　　　計　　 334　　 301　　 635　　373

村営定期船 フェリーとしま  
平成 26 年 02 月運行予定
※平成 25年 7月 1日より、フェリーとしまは全便名瀬便
での運航となりました。

日　  1 　2 　3 　4 　5 　6 　7 　8　 9 　10　11　12　13　14　1　20　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　31

曜 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

予
　
定

便
　
　
区
　
　
分

名
瀬
便

名
瀬
便

名
瀬
便

名
瀬
便

名
瀬
便

名
瀬
便

名
瀬
便

名
瀬
便

入
　　

　
出

入
　　

　
出

　
　
出

入
　

入
　

　　
　
出

鹿児島　　十島村　　名瀬
十島村 土木交通課 航路対策室
　　　　　　TEL : 099-222-2101
フェリーとしま
　　　　　　TEL : 090-3022-4523

28

入
　　

　
出

　
　
出

日

曜 土   日   月   火  水   木   金   土   日   月   火   水   木   金   土   日   月  火   水   木   金   土   日   月   火   水  木   金   

１   ２   ３   ４  ５   ６   ７   ８   ９   10   11  12  13   14  15  16   17  18   19  20   21  22   23  24   25  26  27   28  

入
　

入
　 　

　
出

入
　 　

　
出

　「広報としま」 に掲載する

　　   写真 & イラストを

        募集しています！

            あなただけの十島を

              皆で共有しましょう！

▼詳しくは、下記までお問い合わせください。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1,330  1,003  57  382  2,163  
 

177         


